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中部総合事務所農林局
林業振興課 普及担当

面的にまとまりのある森林所有者の連携支援

面的にまとまりのある森林所有者の連携支援
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面的にまとまりのある森林所有者の連携支援

１．関係者が連携して団地を形成するための協議の場の設置
（三朝町福山モデル）

２．団地の設定と施業計画（路網、間伐）の作成支援

３．優先順位の高い団地の事業化に向けた支援

課題 連携支援

計画作成支援

面的にまとまりのある森林所有者の連携支援

協議する場の設置支援

（三朝町福山モデル）

共同施業団地の計画支援

普及内容
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協議する場の設置支援

（三朝町福山モデル）

共同施業団地の計画支援

普及内容

協議する場の設置支援
（三朝町福山モデル）

天神川流域林業活性化センター

森林活用部会 木材部会
人材担い手

確保育成部会

●産（森林組合・森林総研・公社・木材市場・

建築士・建築工務士・林家）

●官（国・県・管内5市町）

●学（大学・林業試験場）

●産（森林組合・森林総研・公社・木材市場・

建築士・建築工務士・林家）

●官（国・県・管内5市町）

●学（大学・林業試験場）
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造林公社

財産区

造林公社町行造林

森林総研

支線路網

幹線路網

H26三朝町福山 施業協定を締結

協議する場の設置支援
（三朝町福山モデル）

ｽｷﾞ･ﾋﾉｷ対象面積 ：42ha
林 業 専 用 道 ：2,570m
作 業 道 ：2,900m

森林組合が開設

H26三朝町福山 施業協定を締結

協議する場の設置支援
（三朝町福山モデル）

施業協定を締結

Ｈ２７活性化センター 森林活用部会
森林組合、市町、公社、森林総研、森林管理署

協議する場の設置支援
（三朝町福山モデル）

協議する場の設置支援
（三朝町福山モデル）

①三朝町田代

②三朝町木地山

③琴浦町福永

④倉吉市円谷～
三朝町福山

①三朝町田代

協議する場の設置支援
（三朝町福山モデル）

国有林

人工林対象面積 ：45ha
作 業 道 ：1,500m

造林公社

財産区

町行造林

部落有

②三朝町木地山

協議する場の設置支援
（三朝町福山モデル）

倉吉農業高校

森林総研

人工林対象面積 ：30ha
作 業 道 ：600m



③琴浦町福永

協議する場の設置支援
（三朝町福山モデル）

造林公社

生産森林組合

県行造林

財産区

森林総研

人工林対象面積 ：42ha
作 業 道 ：1,500m

④倉吉市円谷～三朝町福山

協議する場の設置支援
（三朝町福山モデル）

人工林対象面積 ：754ha
幹 線 ：9,500m倉吉市

三朝町

協議する場の設置支援
（三朝町福山モデル）

①三朝町田代 ②三朝町木地山

③琴浦町福永 ④倉吉市円谷～三朝町福山

１者単独施業 次年度以降検討

急峻なため断念
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協議する場の設置支援

（三朝町福山モデル）

共同施業団地の計画支援

普及内容

倉吉市円谷～三朝町福山

人工林対象面積 ：754ha
幹 線 ：9,500m倉吉市

三朝町

共同施業団地の計画支援

倉吉市

三朝町

国道 179号線
県道 38号線

県道 309号線

県道 38号線

共同施業団地の計画支援



国道 179号線

県道 309号線

県道 38号線

路網空白地帯
(約1,500ha)

県道 38号線

共同施業団地の計画支援

倉吉市

三朝町

幹線道路
（林道）

共同施業団地の計画支援

現地調査 協議

共同施業団地の計画支援
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189ha(25%)
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126ha(17%)

樹種別面積(754ha)

資源量把握

林道円谷福山線(仮)
L=９，５００ｍ

共同施業団地の計画支援

傾斜分析

林業専用道

（作業道）

土場

（作業ポイント）

架線

（タワーヤーダ）

面的にまとまりのある森林所有者の連携支援

協議する場の設置支援（福山モデル）

共同施業団地の計画支援

①路網空白地解消 → 森林整備の推進
②尾根筋林 道 → 開設コストの低減
③林道開設 者 → 県営（２市町に跨る線形）
④倉吉市、三朝町 → ・負担金の軽減

・財産区・市行・町行造林地

関係者で共通認識

＜林道円谷福山線（仮）＞

成果

今後の課題

事業規模、費用対効果の把握

予算化・事業化

森林経営計画の策定支援

地元の関心（説明会の支援）

面的にまとまりのある森林所有者の連携支援


